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  　総合検討委員会

　　　また、運輸技術審議会総合部会 に設け られた 「流出油防除体制総合検討委員会」 に お い

　　て は 、 油回 収船や資機材 の 整備を含む流出油防除対策、海洋汚染防止 国際協力体制 の 構築

　　等に つ い て 検討が進め られ 、 本年 6 月20 日に 中間報告が と りま とめ られた 。ま た 、12月末

　　を 目途 に 最終報告 され る予定 とな っ て い る 。

　　　今後 、 これらを踏 まえて 油防除体制を整備 し て い くこ ととし て い る。

ナホ ト力号重油流出事故対策の 分析

　　
一

沿岸域管理 の 立 場か ら

敷　 田　麻　実

　　　　　 （石 川県水産課）

　 ロ シ ア の タ ソ カ ー、ナ ホ トカ 号 の 沈没で 、日本海に は 6
，
000キ ロ リ ッ トル 以 上 の 重 沺 が 流出 し

た。沿岸 の 自治体 、海上保 安庁、海上災 害 防止 セ ン タ
ー

な ど の 機 関が 、漂流重 油 の 監視や 漂着重

油の 回収な どの 対策を講 じた が 、洋上 で 回収 しきれな か っ た大量の 重油が 、 各府県の 沿岸に 広範

囲に 漂着 した。重油は沿岸の 環境に 影響を与え、漁業や レ ク リ エ
ー

シ ョ ン ・観光 に ま で 影 響が波

及 し た。

　対策側が と っ た 具体的な対策は 、  洋上漂流重油の 漂流監視 ・漂流予測 、   漂流 ・漂着重油の

回収、  影響を受け た 沿岸域環境の監視 ・調査 で あ る。し か し、初動 の 遅れ や 、そ の 後の 対策に

つ い て 、 批判を受け 、 「危機管理 の 失敗」 が 、 繰 り返 し報道され た 。

　 こ の報告で は 、今回 の重油流出事故で 実行 された 対策の 分析 と評価、そ し て 今後 も沿岸域で 発

生 す る と考え られ る 環境被害対策に つ い て 、沿岸域 の 管理 と い う立場 か ら議論する 。

（D　事故対策の 問題点の 分析と評価

　  基礎的な情報 の 不足

　対策側 の情報不足が 、 深刻で あっ た。事故発生が正月休み と重 な り、 対策の 初期に 、 油の 性質

の 変化 や回 収方法 ・毒性な どに 関する基礎知識 が ほ とん どな く、対策の 準備が十分で きな か っ た 。

基礎的な 情報が得 ら れ な か っ た影響は 、 後 々 ま で尾を 引 き 、 そ の 後 も油 の 回 収対策に 追われ て 、

補完 されな か っ た 。 そ の 結果、対 策は
一

貫性 に 欠 け、戦略的 な対 策もで きなか っ た。

　  現場 の 混乱

　沿岸漂着重油の 多 くを回収 し た の は 、 重油が漂着 した 市町村だが 、 そ こ で は 、 基礎的な情報の

不 足 か ら、パ ニ
ッ ク が お こ っ た。油 の 漂着現場 の 住民か ら の悲鳴 と、十分に 回答で きな い 県、そ
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し て 今［・1の よ うな広域 の事故対策に は 不 卜分な海上災害防止 セ ン タ ーの 間に 立た された、漂着現

場 の 市町 村 の 混乱は 大 きか っ た 。

　  沿岸域に おげ る領域の 問題

　海上保安庁の 管轄は 海上 で 、 陸に 漂着 した 油の 対策は 、 県や地元 「胆 ∫村の 仕事で あ っ た 。ま た 、

海岸は 建設省 ・運輸省 ・水産庁 ・農林水 産省 と管轄官庁が 異 な り、 漂着場所 に よ っ て
、 責任者が

変わ っ た 。省庁や制度 の縦割 りは 府県や市町村に も影響 し 、 部や課単位で 管轄区域や 権限を争 い 、

また逆 に 押 しつ け あ っ た。一
元 的な対策が必要 な沿岸域 で 、こ う した分割 ・個別 対応は 有効で は

な か っ た 。

　  コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

の 不 在

　今回 の 事故 に は 、対策全体を コ
ーデ a ネ

ー
トする コ

ーデ ィ ネ
ー

タ
ーがい なか っ た。そ の た め に 、

対策が遅れた り、

一
貫性を欠 い た 。

　  専門家 の 失敗

　今回 の 事故で は専門家が多数登 場 し た が、沿岸域 の 特性を理解 し た専門家が い な か っ た。結局、

それぞれ の 専門分野を 越え た 分析が で きず、沿岸域 の 事故の 問題解決 の 参考 に は な らな か っ た u

（2） 事故 の 評 価

　  沿岸域の価値の 見直し

　重油流 出事故 で、海上 や海岸 の 油 の 回収 には、ば く大 な労力 と費用 がかか る こ とが明ら か に な

り、 い まま で無料で 海の恩恵を受けて きた こ と を改め て気づ か せ る機会に な っ た 。

　  都市 住民 の ボ ラ ン テ ィ ア と沿岸域 の 住民

　沿岸域 の利用 コ ス トを払 っ て い な い 都市住民が 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 とい う形の 負担を し た 。ま

た 義援金や 見舞金 と し て 、費用を負担する意志を見 せ た。

（3） 今後の沿岸域管理 に向け て

　今回の 抽流 出事故で は 、
一

元的管理 の 行われて い な い R 本 の 沿岸域 の 問題点が明 らか に な っ た 。

事故 の 解決を図 る だ け で は な く、沿岸域 の 環境や利用 を考え直 し 、 日本 の 沿岸域管理 シ ス テ ム 全

体を見直すチ ャ ン ス と して は ど うか 。
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